
２０１０～２０１１年度国際テーマのハイライト 

希 望 の 光 
  

第一副会長のシッドＬ.スラッグス三世さん（次期国際会長）と元国際理事エ

ド・マコーミックさん（ＤＧＥセミナー委員長）からメッセージが届けられま

した。 

２０１０～２０１１年度、各地区は、人道奉仕における発展に向けて行動を

起こすことが奨励されています。私たちライオンズは「希望の光」となり、「わ

れわれは奉仕する」のモットーを「照らす」必要があります。近年の経済危機、

そして世界規模の天災や人災の発生に伴い、「実地参加型」の奉仕がますます重

要となっています。２０１０～２０１１年度は奉仕に力を入れる年度にしまし

ょうと結ばれ、それぞれのテーマに「光」をあてて行こうというものです。 

 

➢ 奉仕に光を 

 グローバル奉仕実施デー、奉仕の誓い、国際会長の奉仕のブログ、奉仕ニーズの調査 

➢ ＰＲに光を 

 奉仕と効果的なＰＲ活動 希望の光アワード クラブに奉仕事業の看板を 

➢ 会員に光を 

 会員に誇りを、奉仕事業の増加、奉仕はライオンズ、輝かしいスタート賞 

➢ 青少年に光を 

 今日の若者を奉仕に関与させ引き込む、青少年大使、国際青少年音楽コンク、視覚障

害を持つ青少年の作文コンテ 

➢ 指導力育成に光を 

 ライオンズ基礎メンター・プロの推進奨励、クラブ役員・ＺＣの実務研修、オンライ

ン情報の活用、ライオンズリーダーシップ研修会の開催と参加 

➢ チャリティーに光を 

 ＬＣＩＦの各種プロの理解と影響、献金の推進、ＬＣＩＦコーディネーターと連携 

 

以上を世界発信される予定です。 

これを受けて、３３６Ｄ地区は、より一層「われわれは奉仕する」ウイ サ

ーブの原点にかえり、地域とともにある「ライオンズクラブ」であるよう進め

てまいりたいと思います。 

 

 



２０１０～２０１１年度ガバナーメッセージ 

地区ガバナースローガン 

至誠にして 楽しく元気に Ｗｅ Serve 
 

次期国際会長の国際テーマは「希望の光」を掲げられています。私たちが「希

望の光」となり「希望の光」を持ち続けることを求められています。私たちは

歴史を引き継ぐ使者であり、将来に向けて自信と誇りを持った開拓者でなけれ

ばなりません。 

そのためには、自分自身の生き方を誠実に生きていく、信念を貫いていく 人

事を尽くす、という精神の基に生きて行きたいと願っています。 

「至誠」は、孟子の言葉に、至誠而不動者未之不有也からきています。これ

は山口県が生んだ偉大な教育者「吉田松陰」先生の生き方や指導の根本理念に

された言葉です。 

ライオンズのすべてのアクティビティーや対人関係に至誠を持って進んでも

らいたいという希望から冒頭に掲げました。 

楽しく元気には、それぞれのクラブ例会や奉仕活動が、会員にとって地域に

とって価値あるもの、喜ばれるもの、将来性のあるもの、やっていて心が楽し

くなるものであることを願って掲げました。 

そしてそれらの活動がクラブ会員のよりよいチームワークを持って、元気に

展開されることを願っています。 

こうした価値ある活動や楽しそうで元気な活動は、周りから自然とライオン

ズクラブに親しみをもたれ、一緒にやってみたいという気持ちが生まれ、ひい

ては会員増強につながるものと信じたい。 

 

総括スローガン 

Ｌｉｂｅｒｔｙ、Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ、Ｏｕｒ Ｎａｔｉｏｎ‘ｓ Ｓａｆｅｔｙ 

自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる 

モットー 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ われわれは奉仕する 



地区アクティビティースローガン 

光と愛を 

ライオンズの誓い 

われわれは知性を高め、友愛と相互理解の精神を養い、平和と自由を守り、

社会奉仕に精進する。この言葉は、晴れて入会した時に同志の前で宣言する時

の言葉によく用いられます。この誓いとともに、７項からなる道徳綱領（略）

は、初心として折に触れ、自らの今日の姿に照らし合わせて見直しや改善そし

て鼓舞していかれるよう説いていきたい。 

 

ガバナー基本方針 

１ 国際会長のテーマに沿って「希望の光」を失わないよう、

至誠を貫き、各事業に光を当てる 

２ ３年間の合理化特別委員会の協議事項を尊重し、具体化

していく(別掲) 

３ 会員増強（家族会員・若年会員）、会員維持を堅持する 

４ 職務の鮮明化と新たな行動システムの構築（第一、第二

副地区ガバナー、ＺＣ、Ｒ単位青少年育成リーダー） 

  

 

 



地区運営及び奉仕活動の重点 

１ 地区キャビネットのあり方 

地区内ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚す

るために、ライオンズ国際協会並びに３３６ガバナーズ協議会の基本方針に従

い、３３６Ｄ地区の更なる発展を願い、地区内各クラブの情報を享受整理し、

円滑な運営が図られるよう指導助言していく。 

 

２ 合理化特別委員会の成果を実現化する 

 過去３年間行われてきた、合理化特別委員会で所期の目的に一応の目途がつ

いた。その成果を継続し実現化していく。（成果は別掲） 

（１） 地区キャビネット運営の合理化・効率化 

これまでの通り継続 

（２） キャビネット財務の健全化 

経費の節減をモットーに、キャビネット運営基金を増加していく 

（３） ＩＴの固定化 

事務の合理化、キャビネットＨＰ、ＰＲ情報、マンスリー報告など 

ペーパレス化を実施 

（４） ＲＣの廃止を受けて、第一、第二副地区ガバナーの役割の明確化、ＺＣ

の職務権限のあり方を整理模索する 

（５） 各種会議の目的を明確化し、合理化を図る 

名誉顧問会議・キャビネット運営懇話会・地区常任名誉顧問 ZC会議など 

 

３ 奉仕活動の継続 見直し 改革 

  ライオンズの原点は、奉仕活動にある。現在それぞれのクラブが実施して

いる奉仕活動（アクティビティー）を、さらに継続するための方策、あるい

は見直しをはかる方策、新たに地域の要望から来る奉仕活動の展開など、そ

れぞれのクラブにおいて再考してもらう。 

 

 



４ 会員増強、会員維持 増やせども減らさず を継承 

  過去５年のデータからみて、３３６Ｄ地区の会員の減少はクラブの解散と

ともに著しい数字が挙がっている。 

 これは、当地区に限らず日本全国そして世界の各国で起きている現象である

が、だからと言って安穏としていてはいけない。 

 ライオンズクラブを広く認識してもらい、一人でも多くの同志を迎え入れて

もらいたい。 

（１） 会員指導力育成委員会は１～３Ｒ、４～７Ｒに委員長を一人ずつ置き、

それぞれの行政区で地区委員７名とともにその職責を果たしてもらいた

い。 

（２） 特に家族、若年者、女性にターゲットを当て、会員として迎え入れクラ

ブの活性化を図っていく。 

（３） ＭＥＲＬ委員会の報告を受けて原因と対策を明確化していく 

公式訪問時懇話会の開催、ボランティア総合評価制度の普及 地区委員

の引き継ぎ 年度末ドロップを防止 ＭＤが作成した新入会員研修を実

施 

（４） 会員の純増目標は 

会員３０名以下の   クラブは１名以上の増を目標  

会員３１名～５０名の クラブは２名以上の増を目標  

会員５０名以上の   クラブは３名以上の増を目標 

< 目標達成の単純計算 >  

３０名以下のクラブ数 ５０クラブ  ５０名 

    ３１～５０名のクラブ数 ４２クラブ  ８４名 

     ５１名以上のクラブ数 １０クラブ  ３０名 

                合 計   １６４名 

    

５ 青少年健全育成 

 《ライオンズクエスト》 

 （１）青少年にライフスキルを 

  この事業はＬＣＩＦの支援金を受けて実施している大きな事業です。この

プログラムは思春期の少年少女に生きる力(ライフスキル)を身につけさせる 

教育プログラムです。われわれメンバーが教壇に立って教えるのではなく、

特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラムの普及活動を支援し、上から

の押し付けではなく、教師と生徒が共に考え試行錯誤しながら、生きる力を



身につけて行く認定講師を提供する団体の支援です。 

  ２０１０～２０１１年度から更なる活動を推進していくために、青少年健

全育成委員を各リジョンに１人ずつ新設し拡充を図りたい。 

（２）モデル校の設置 

 前年度から引き継ぎ、特に今年度は更なる発展を目指し１～３Ｒに１校 

４～７Ｒに 1 校設置し、ここを拠点として教育に改革を起こす。これには教

育委員会の理解と学校長の理解、教員の参加が必須条件で、多くのハードル

はあるが進展を図っていきたい。 

 

《 薬物乱用防止教室 》 

 平成 22 年 3 月 25 日 警察庁刑事局組織犯罪対策部長から、中学生及び高

校生対象の「薬物乱用防止教室」を全国展開していく。その際ライオンズク

ラブ会員の薬物乱用防止教育認定講師の派遣協力依頼があった。 

このことから、認定講師の更なるレベル向上と標準化を図る必要があると判

断される。 

 今後、キャビネット内に薬物乱用防止委員会(未定)を設置し、全面的に協

力できる体制づくりをしていく方向にある事を認識する。 

 これらのことを考え、これまで通り薬物乱用防止教育認定講師の養成講習

会の開催、中学高校への「薬物乱用防止教室」の展開を推し進めていきたい。 

 

（３）青少年健全育成寄金のお願い 

 各クラブが設立されて、周年行事が展開されます。ライオンズでは金額の

多少を問わず周年事業の中に、青少年健全育成基金への寄付をお願いしたい

と思います。 

６ 「献眼・献血」推進“人から人への愛のプレゼントを” 

  地区アクティビティスローガン「光と愛を」にもあるように献眼運動はラ

イオンズクラブの奉仕活動の主要テーマです。今年度も積極的に献眼登録を

推進していくと共に、献眼発生時の迅速正確な対処をはかる事の理解を深め

ていきます。一人でも多くの人に光を与える為に、研修会の開催も行ってま

いります。（角膜移植 腎臓移植 骨髄移植等複合バンク） 

   

献血においては、ライオンズクラブは世界でも有数な献血推進団体として

これまで素晴らしい協力と活躍がなされてきました。これまで通り献血活動

は推進していくことと、献血活動がまだ停滞しているクラブにおいては、積

極的に取り組まれるように啓もう活動をしていく。 



「人間を救うのは人間だ」の合言葉を推し進め、会員自らも献血できる健康体

を維持して参りましょう。（献血検査時に糖尿病検査も同時にできます） 

 

７ ＬＣＩＦへの寄金推進 

  ＬＣＩＦはライオンズ国際財団と称し、寄付を受けた基金を運用して、大

災害や緊急事態の救済その他世界的に人類の福祉に貢献することを目的とす

る財団であります。 

  ＬＣＩＦへの寄金は 一人当たり２０ドル以上を目標に 

  ＭＪＦ への寄金は、有志によりますが何かの記念に行ったり 1 名でも 2

名でも多くの方にお願いしたいと思います。 

寄金 1 回 1,000ドルが単位です。 

ＬＣＩＦの交付金の活用については、クラブが理解を深めると共に、Ｄ地

区内からＬＣＩＦの助成金を獲得できるアクティビティを申請できるよ

うに取り計らいたい。（視力保護 障害者援助 健康促進 青少年奉仕） 

 

８ ＰＲ広報活動 

  広報活動は、会員及び地域社会に対してライオンズの奉仕事業や活動を推

進し、ライオンズ国際協会に関する情報を広め協会のイメージ高揚に努め

ることであります。 

  地区ＰＲ委員長はあらゆるプログラムが正しく広報されるよう、各委員長

と密接に連絡を取り、協力していかなければなりません。 

   ＩＴの固定化もあり、インターネット活用による情報のインプットや収

集も簡単にできるようになりました。 

   各クラブ事務局においてもクラブ員各位においても、広くご理解を頂き

上手な活用をお願いします。 

   なお、獅子吼については、年間６回の発行を考えております。 

９ ＹＥ事業 

  ライオンズクラブのＹＥ事業（交換留学）は、世界のライオンズネットワ

ークで行われており、交流により国際的視野を深め、世界平和に貢献できる

青少年健全育成を目的としているものです。ライオンズクラブの大きな事業

の一つでもありますので、今年度も積極的に推進していきます 

  受け入れについての経費は、ゾーン単位で共通認識をはかっていきたい。 



１０ 平和ポスターコンテスト 

  国際平和ポスター・コンテストは 11歳～13 歳の生徒を対象に、毎年ライオ

ンズクラブ国際協会にスポンサーされて実施されます。ライオンズクラブは

地元の学校又は青少年組織団体でコンテストをスポンサーすることができま

す。一つの学校につき、1点の入賞作品が選ばれます。各学校のコンテストの

入賞作品は次のレベルの審査（地区 複合地区 国際のレベル）に進みます。 

地区ガバナー及び(又は)平和ポスター委員長が地区を代表するポスターを 1

点選びます。地区ガバナーは複合地区レベルでのコンテストに出店するため

に、地区の最優秀作品を複合地区協議会長に提出します。 

国際入賞者はライオン誌及び国際協会のウエブサイトで発表されます。 

 

１１ 奉仕デーの活用 

 10月 8日は世界ライオンズ奉仕デー（Ｗｏｒｌｄ Ｌｉｏｎｓ Ｓｅｒｖｉ

ｃｅ Ｄａｙ）です。これは 1917 年ライオンズ国際協会の第 1 回大会が、10

月 8 日に開かれたのを記念して実施されるものです。各クラブではこの日に、

記念事業や奉仕活動を積極的に推し進めてもらいたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クラブ運営について 

１ 会長のリーダーシップ 

 クラブ運営はすべて会長のリーダーシップにかかっているといっても過言で

はない。クラブによって多少違うかもしれないが、会長は就任する前には、第

一副会長として理事構成員になりながら、自らの会長時代にどのように進めて

いくか研修を積む。 

 会長は、多くのクラブ員を代表するトップであることから、任期中は責任を

持ってクラブ運営をリードしていかなければならない。 

 地区ガバナーの方針、クラブ会長の方針、地域の要望など多様に求められる

課題に、いかにこたえていくか日々自問自答していきながら進めてもらいた。 

 そのためにＰＤＣＡのシステムを何事においても取り入れてもらいたい。 

Ｐ：プラン  計画  夢、希望、想い → 机上プラン（たたき台）→ 理

事会 実行計画 → 例会 (伝達 依頼 ＰＲ) 

Ｄ：ドゥー  実行 役わり分担 → 実行後片付け  

Ｃ：チェック 評価 反省点（良い点 悪い点 課題）→ 自己分析他者分析 

Ａ：アクション 次への進展 → よりよきものへと成長する 

 このＰＤＣＡを繰り返し進めると、より一層リーダーシップが発揮される    

  

２ 例会 

  クラブの最高議決機関であることから、例会出席は重要な義務となります 

  クラブ例会は少なくとも月 2 回は開くよう推奨されています。 

例会を開く前に必ず理事会を開催し、大筋を決めて行きます。 

会長はチャーターナイト記念会等含めた、年間例会計画を入念に立てる必要

があります。（家族例会 食事例会 卓話 花見 花火 クリスマス 誕生日

他）  

日時 場所 内容など会員に周知しておく必要があります 

 １００％出席が望ましい事ですが、やむを得ず主席が叶わない時はメーク

アップを設ける事が出来る。（他クラブ例会出席 行事出席を例会と認めると

き 他）例会に臨む時には、バッチ Ｌ必携持参 が望ましい  

３ 奉仕活動 

 各クラブの特色ある奉仕活動（アクティビティ）が、クラブの伝統を築き、

会員の励みにもなります。ボランティア活動が、ライオンズの原点と考える。 

 各奉仕活動をもう一度見直し、本当に今のままでよいか、新たな取り組みを

するならばどうしたらよいかなど、奉仕活動に更なる工夫をこらしてもらいた

い。 


